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100年後の水をとりまく環境　（複数回答／単位：％）
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地球温暖化の危機感　（単位：％）
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水と地球環境 

 

Ｑ.地球温暖化に対する意識は？ 

◇年代が低くなるにつれて地球温暖化への危機感は低下 

◇約 9 割が地球温暖化に危機感を抱いている 

全体の 9 割近く（87.1％）が地球温暖化に危機感を抱いています。 

年代別に見てみると 50 代以上では 53.2％が『非常に危機感を抱いている』のに対し、20 代で

はわずか 25.0％、30 代では 29.5％という結果となりました。若い層になればなるほど地球温

暖化に対する危機感は薄いようです。 

 

Ｑ.100 年後の水をとりまく環境は？ 

（26 択＋その他） 

◇半数以上が100年後には「環境税が導入」

と予測               

◇100 年後の水をとりまく環境は悲観的な

見方が多数 

100 年後の水をとりまく環境に回答者の予

測 1 位は「環境税が導入されている」

（53.7％）、次に「海や河川が汚染されて

いる」（47.2％）、「水道料金が高騰してい

る」（45.8％）という結果となりました。 

上位は、「海・川の汚染」「水道料金の高

騰」「水の使用制限」などネガティブな項

目が多くあがっており、100 年後の水をと

りまく環境は悲観的にとらえられている

傾向がうかがえます。 

 

 

 

 

 


